
教育民生常任委員会行政視察報告 

 

日程  ７月１０日（火）午前８時出発～７月１１日（水）午後７時帰着 

視察先  広島県尾道市役所・浦崎認定こども園・・認定こども園について 

     愛媛県西条市 四国鉄道文化館・・鉄道文化財保存展示について 

     香川県坂出市 坂出市立病院・・・病院経営・病院建設について 

参加者  別紙 

 

１、 浦崎認定こども園について 

 【尾道市役所対応者】 

  尾道市議会：壇上正光議長、事務局 川原香織専門員 

  尾道市福祉保健部子育て支援課：有光貢課長、小玉高嘉児童保育係長 

  尾道市教育委員会：教育総務部庶務課 原吉洋課長、川鰭雄一課長補佐、 

  尾道市主幹（保育施設再編担当）村上宏昭主幹 

浦崎認定こども園：畝本優子園長、立本年美主任保育士 

【経過と現状】 

尾道市立戸崎幼稚園が入園児数の減尐に伴い、平成１８年３月末で廃園

となり、未就学児の受け入れ施設は市立浦崎保育所のみとなった。平成１８

年１０月、関係法と広島県条例が施行され、平成１９年４月１日、保育所に

幼稚園機能を加えた保育所型の「浦崎認定こども園」としてスタート。県内

第１号の公立認定こども園として開設された。 

平成２１年１１月、新園舎を建設。定員は、長時間利用保育児０歳～５

歳児６０人。短時間利用保育児３歳以上３０人。現在、在園児は、長時間利

用児は５５人、短時間利用児は１９人の計７４人。職員数は、保育士１２人。

調理員２人。 

市内には、因島三庄町に三庄認定こども園が、平成２１年４月に幼保連

携型で開設されている。 

こども園は、現在２園だが、今後、尾道市就学前教育・保育施設再編計

画（平成２３年１２月）に基づき認定こども園を整備する方針。  

保幼小中の１５年教育を見据えての短期、長期の将来ビジョンが示され

ている。 

検討委員会は、副市長、教育長、福祉保健部、教育総務部、学校教育部

等の庁舎内で平成２３年６月～１２月の期間で検討されている。しかし、こ

れ以前に、「就学前教育保育施設検討委員会」による検討が２年がかりで行

われている。 

PTＡと保護者会の組織の在り方については、保育所型も幼保連携型も公



立保育所後援会に所属していて問題はない。 

保育所型の利点は、給食が園で実施されていて、地元産を使用している。 

保育料については、短時間利用児は、月額９，３００円（給食費含む） 

           長時間利用児は、所得に応じて市が決定。 

事前の質問にあわせ、多くの質議を行った。 

その後、浦崎こども園の現場に行き時間をかけて園長等に施設、現場の

状況を聞いた。今後の課題や検討内容について参考となった。 

 

  
（市役所での研修）        （施設での説明） 

 

２、 鉄道文化財の保存展示について（四国鉄道文化館） 

【西条市役所対応者】 

  観光振興課：渡部英泰課長、尾崎俊四国鉄道文化館・十河信二記念館・

西条市観光交流センター館長 ほか 

【視察内容】 

財団法人日本ナショナルトラストが全国９番目に作ったヘリテイジセン

ターで、四国初の本格的な木造建築の「鉄道博物館」であり、２００９年オ

ープン。石鎚山の登山口である伊予西条駅に隣接している。 

第４代国鉄総裁の十河信二氏が旧制西条中学校出身で、第２代旧西条市

長を務められていたこともあり、国鉄総裁時、東海道新幹線計画を実現した

功績を讃え文化館を設置し、「０系新幹線電車」と四国で活躍をした「DF５

０形ディーゼル機関車」や貴重な鉄道資料の展示がされていた。 

今後、公園に常設展示されている C５７型蒸気機関車「春雷号」を駅舎の

向かいに南館を建設し移設の計画がされている。 

用地費１億５千万円。建物１億５千万円。南館に向けての陸橋は３億円

で工事が完了していた。総工費６億円と大変スケールの大きいものであった。 

現在、C５７型蒸気機関車は公園地内に展示されていたが、屋根付きでこ

どもたちが身近に触れられるものとなっていた。 



今後の検討に参考となった。 

 

  

（鉄道博物館内）           （場外展示の SL） 

 

３、 病院経営・病院建設について（坂出市立病院） 

【坂出市役所対応者】 

  坂出市議会事務局：中西佐知子係長 

坂出市立病院：砂川正彦院長、宮竹光浩事務局長、木村泰規庶務課長 

【視察内容】 

まず、ＮＨＫで放送された前塩谷院長の赴任で病院運営が大きく変わっ

たという「かわらなきゃ」のＤＶＤを視聴した。 

坂出市立病院の経過 

坂出市立病院は、１９４７年に開設。病床数２１６床・８診療科・３病

棟。 

へき地医療中核病院・病院群輪番制病院・救急病院・広域救護病院など

指定。医師２２名。常勤看護師８６名をはじめとした合計２２２名の職員。 

１９７９年から１２年連続の赤字で、累積不良債務額が約２５億円で不

良債務比率が１００％を超え、全国自治体病院の中でワースト１位となった。

自治省からは、病院の収縮かあるいは廃止を検討せよと指導があった。 

こうした状況を打開するため、まず、全職員の意識調査に取り組まれた。 

１、病院の基本理念がない。 

２、明確で具体的目標がない。 

３、業務や経営の管理とその評価がない。 

４、予算作成、事業計画が事務局主導で、医療職が関与していない。 

こうした問題点が明らかとなり、その解決なくして病院の再生はないと、

医師をはじめとして職員の意識改革に取り組まれた。 

 



現状 

２０１０年度の決算状況は、総収益３３億４，２５０万円。総費用３２

億１，９９万４千円。純利益は１億３，１５２万６千円。 

今年度より７対１看護の実施。 

 

建設に向けての取組み 

２０１０年４月 基本構想・基本計画の策定。 

策定期間  ２０１１年９月～２０１２年３月。 

あり方検討委員会 １０人・・・・検討委員会議事録はＨＰで公開。 

メンバー  香川大学経済学部教授、東京医科歯科大学川口先生、香川

大学病院医師、公認会計士、県保健所長、地元医師会、連合自治会長、ＰＴ

Ａ会長、副市長等。 

パブリックコメントの実施。 

整備計画 

旧坂出小学校跡地：１５，７００平方メートル。 

建設費：４２億５千万円で移転新築。 

病床数：一般病棟２００床程度。希望が多く５０％の１００床は個室 

診療科目： １４科（現在１３科） 

 

  まとめ 

ＤＶＤの視聴、質疑に丁寧に答えていただき、雲南市立病院の改築にあ

ったって参考となった。 

  

（坂出市立病院視察） 



（その他参考写真） 

  

（尾道市役所 議場）        （配置図） 

 

  

（浦崎認定こども園前にて）     （鉄道博物館内部） 

 

  

（マニアから寄贈の展示物）     （機関車の車輪） 



  

（周辺整備計画）          （施設全景） 

 

  

（場外展示の SL）          （場外展示の SL） 

  

 


